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　Clinical Live Intervention Conference in Kyoto (CLICK)第6回を開催します。日常臨床で問題となるテーマを
ライブ形式で討議する場にしたいと思います。数々の公式ライブがある中で、小規模ですが何かメッセージが残す
ことができれば幸いです。
　皆様御存知の通り、2018年4月に診療報酬改定がなされました。その中で、安定冠動脈疾患に対して待機的に
施行するPCIは、術前の検査などにより機能的虚血の存在が示されていることが算定要件とされました。ますますプ
レッシャーガイドワイヤーによるFFRやiFR、また心筋シンチなど虚血の証明が必要であるということです。このこと
は安定冠動脈疾患へのPCI適応は、心血管イベント抑制という観点だけでなく、医療経済的観点からも大きく注目
されていることを表します。5月には、NEJM誌に安定冠動脈疾患患者において、FFRガイドによるPCI戦略は薬物
療法単独と比較し、5年間の複合エンドポイント（死亡、心筋梗塞、緊急血行再建術）の発生を有意に低下させる
ことが、無作為化非盲検試験FAME 2試験の5年追跡結果として報告されました。また登録コホート群であるFFR陰
性の患者は、薬物療法のみでも長期転帰は良好であったことも示されていますので、安定冠動脈疾患へのFFRガ
イドによるPCI戦略の妥当性を示しており、本研究結果の意義はインターベンショナリストにとって大きいと言えます。
　iFRは反応性充血を要しない安静時指標である点が優れていましたが、今後その他にも様々な指標が出てくる予
定です。一つにResting Full-Cycle Ratio(RFR)という指標がありますので、ライブで今回取り上げることができれ
ばと思っています。
　末梢動脈領域では、大動脈腸骨領域においてカバードステントであるVBXが認知され、複雑病変やリスクの高い
病変に対する有効性が期待されています。また、大腿膝窩領域でも薬剤コーティッドバルーン(DCB)であるLutonix
とIN.PACTが使用できるようになり、昨年から使用可能となったステントグラフトとあわせ同領域では治療選択肢が
増えています。本ライブでは、病変部位や形態に応じてどのような治療ストラテジーを選択すべきか、皆様と議論で
きればと考えています。
　例年通りCLICKは、日本を代表する一流術者をそろえており、刺激的かつ勉強になるものと確信しています。
Facultyの先生方には深く感謝いたしますとともに、議論も盛り上げていただけるよう、よろしくお願い申し上げます。
我々も皆様からパワーをいただき、モチベーションを高めたいと思います。夏の厳しい京都ではありますが、皆様に
お会いできますことを心より楽しみにしております。

第6回 CLICK 研究会代表世話人　藤田　　博

ご 挨 拶

● Presentation from the cosponsor 8:30 - 9:00● Presentation from the cosponsor 18:20 - 18:30 

 「PCI　Case （Physiology， CTO） 」 藤田　　博（京都第二赤十字病院）

● Discussion 1 18:30 - 19:00

 「EVT　Case （CTO， DCB） 」 松尾あきこ（京都第二赤十字病院）

● Discussion 2 19:00 - 19:30

 「Tips of the dual-lumen microcatheter-facilitated reverse wire technique
       in percutaneous coronary interventions for markedly angulated bifurcated lesions」
 野村　哲矢（京都中部総合医療センター）

● Special Lecture 19:30 - 20:00

8/24金

 コメンテーター

Program 8/25土Program

 「DCB時代のSFA治療戦略」 演者： 鈴木　健之（済生会東京都中央病院）

● Mini Lecture 15:00 - 15:20

赤羽目聖史(京都岡本記念病院)

大川　善文（京都鞍馬口医療センター）

岡田　　隆（京都市立病院）

加藤　　拓（洛和会音羽病院）

窪田　靖志（シミズ病院）

志賀　浩治（綾部市立病院）

嶋津　孝幸（京都九条病院）

田崎　淳一（京都大学）

田仲　信行（市立大津市民病院）

羽田　哲也（高橋病院）

原　　正剛（草津総合病院）

兵庫　匡幸（京都第一赤十字病院）

三木　真司（三菱京都病院）

横井　宏和（洛和会音羽病院）
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Session in the Evening  | Session in the Morning  |  

Session in the Afternoon  | 

オペレーター

臼井　公人　　　加藤　　拓　　　上林　大輔
富安貴一郎　　　兵庫　匡幸　　　松室　明義

コメンテーター
（会場）

PCI （Physiology） 山田愼一郎 EVT （CTO） 仲間　達也
第1カテ室 第2カテ室 カテ室

コメンテーター

● Live & Discussion 3 13:00 - 15:00座長　 志賀　浩治　　　田仲　信行

石原　昭三
鈴木　健之

オペレーター

赤羽目聖史　　　大川　善文　　　嶋津　孝幸
東森　亮博　　　松岡　俊三　　　横井　宏和

コメンテーター
（会場）

PCI （CTO） 村松　俊哉 EVT（DCB） 椿本　恵則
第1カテ室 第2カテ室 カテ室

コメンテーター

● Live & Discussion 4 15:00 - 17:00座長　 粟野孝次郎　　　三木　真司
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 「TAVI の現状と未来」 演者： 全　　　完（京都府立医科大学）

● Mini Lecture 14:00 - 14:20

 「私はなぜにRotablatorを積極的に使用するか？」 
 座長： 井上　直人　　演者： 北山　道彦（金沢医科大学）

● Luncheon Seminar  12:00 - 12:30
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猪野　　靖
中野　　顕

 「心筋虚血診断におけるQuantitative Flow Ratioの役割とその有用性について」
 演者： 谷垣　　徹（岐阜ハートセンター）

● Mini Lecture 10:00 - 10:20

● Live & Discussion 1 9:00 - 10:30座長　 岡田　　隆　　　辰巳　哲也
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　Clinical Live Intervention Conference in Kyoto (CLICK)第6回を開催します。日常臨床で問題となるテーマを
ライブ形式で討議する場にしたいと思います。数々の公式ライブがある中で、小規模ですが何かメッセージが残す
ことができれば幸いです。
　皆様御存知の通り、2018年4月に診療報酬改定がなされました。その中で、安定冠動脈疾患に対して待機的に
施行するPCIは、術前の検査などにより機能的虚血の存在が示されていることが算定要件とされました。ますますプ
レッシャーガイドワイヤーによるFFRやiFR、また心筋シンチなど虚血の証明が必要であるということです。このこと
は安定冠動脈疾患へのPCI適応は、心血管イベント抑制という観点だけでなく、医療経済的観点からも大きく注目
されていることを表します。5月には、NEJM誌に安定冠動脈疾患患者において、FFRガイドによるPCI戦略は薬物
療法単独と比較し、5年間の複合エンドポイント（死亡、心筋梗塞、緊急血行再建術）の発生を有意に低下させる
ことが、無作為化非盲検試験FAME 2試験の5年追跡結果として報告されました。また登録コホート群であるFFR陰
性の患者は、薬物療法のみでも長期転帰は良好であったことも示されていますので、安定冠動脈疾患へのFFRガ
イドによるPCI戦略の妥当性を示しており、本研究結果の意義はインターベンショナリストにとって大きいと言えます。
　iFRは反応性充血を要しない安静時指標である点が優れていましたが、今後その他にも様々な指標が出てくる予
定です。一つにResting Full-Cycle Ratio(RFR)という指標がありますので、ライブで今回取り上げることができれ
ばと思っています。
　末梢動脈領域では、大動脈腸骨領域においてカバードステントであるVBXが認知され、複雑病変やリスクの高い
病変に対する有効性が期待されています。また、大腿膝窩領域でも薬剤コーティッドバルーン(DCB)であるLutonix
とIN.PACTが使用できるようになり、昨年から使用可能となったステントグラフトとあわせ同領域では治療選択肢が
増えています。本ライブでは、病変部位や形態に応じてどのような治療ストラテジーを選択すべきか、皆様と議論で
きればと考えています。
　例年通りCLICKは、日本を代表する一流術者をそろえており、刺激的かつ勉強になるものと確信しています。
Facultyの先生方には深く感謝いたしますとともに、議論も盛り上げていただけるよう、よろしくお願い申し上げます。
我々も皆様からパワーをいただき、モチベーションを高めたいと思います。夏の厳しい京都ではありますが、皆様に
お会いできますことを心より楽しみにしております。

第6回 CLICK 研究会代表世話人　藤田　　博

ご 挨 拶

● Presentation from the cosponsor 8:30 - 9:00● Presentation from the cosponsor 18:20 - 18:30 

 「PCI　Case （Physiology， CTO） 」 藤田　　博（京都第二赤十字病院）

● Discussion 1 18:30 - 19:00

 「EVT　Case （CTO， DCB） 」 松尾あきこ（京都第二赤十字病院）

● Discussion 2 19:00 - 19:30

 「Tips of the dual-lumen microcatheter-facilitated reverse wire technique
       in percutaneous coronary interventions for markedly angulated bifurcated lesions」
 野村　哲矢（京都中部総合医療センター）

● Special Lecture 19:30 - 20:00

8/24金

 コメンテーター

Program 8/25土Program

 「DCB時代のSFA治療戦略」 演者： 鈴木　健之（済生会東京都中央病院）

● Mini Lecture 15:00 - 15:20

赤羽目聖史(京都岡本記念病院)

大川　善文（京都鞍馬口医療センター）

岡田　　隆（京都市立病院）

加藤　　拓（洛和会音羽病院）

窪田　靖志（シミズ病院）

志賀　浩治（綾部市立病院）

嶋津　孝幸（京都九条病院）
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田仲　信行（市立大津市民病院）
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原　　正剛（草津総合病院）

兵庫　匡幸（京都第一赤十字病院）

三木　真司（三菱京都病院）

横井　宏和（洛和会音羽病院）

Live
Demonstration 
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京都第二赤十字病院 C棟6階会議室

CLICK研究会
アステラス製薬（株）／トーアエイヨー（株） （Live&Discussion Session）
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